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江府町の人口
（12月31日現在）

世帯数1対　せ帯
人　口　も138人
（前月比15人増）
（男）　廻21
（女）　瑚17

出　生　　4

（男）

（女）
転　入

（声1

（男）　8

（女）　5
死　亡

（男）　2
（女）
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十
二
年
　
ノ
町
民
体
力
づ
く
り
の
一
環

行
来
酢
刀
h
哲
順
観
埼

午
前
九
時
す
ぎ
か
ら
や
っ
て
き
た
成

人
者
た
ち
は
、
垂
直
跳
び
、
握
力
、
背

筋
力
、
肺
活
量
、
立
体
前
屈
の
五
種
目

に
挑
戦
。
、

会
場
は
、
あ
で
や
か
な
晴
れ
着
、
ス

リ
ー
ピ
ー
ス
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、

服
装
の
こ
と
は
一
時
忘
れ
て
大
奮
闘
。

「
い
よ
ー
久
し
ぶ
り
。
元
気
だ
っ
た
」

「
腰
が
痛
い
な
あ
ー
」
と
会
場
は
終
始

和
や
か
な
ふ
ん
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

▲
二
十
歳
の
力
っ
て
こ
ん
な
も
の
か
な
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12月定例町議会

一
般
会
計
予
算

二
十
一
億
九
千
万
円
に

措
置
を
し
た
。

報町府江

十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
一
一
月
十
六
日
か
ら
田
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
各
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
町
長
提
出
の
二

十
四
議
案
を
審
議
、
決
算
は
継
続
審
議
と
し
て
各
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
た
ほ
か
、
提
出
案
件
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
と
な
っ
た
決
算
を
除
き
議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▲工事が進む集会所（尾上原集会所）

議
会
の
承
認
を
得
る
も
の
。

蟻
会
の
穣
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
職
員
で
常
勧
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
責
に
関
す
る
集
例
の
一
部
改

正
右
二
議
案
は
、
西
部
町
村
特
別
報
酬

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
議
会
議
員

の
報
酬
並
び
に
常
勤
特
別
職
の
給
与
を

改
定
す
る
も
の
。

第146号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
千
二
百
二
十
七

万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

二
十
一
億
八
千
七
百
七
十
九
万
三
千
円

と
し
た
。

主
な
内
容
は
、
同
和
対
策
事
業
並
び

に
道
路
新
設
改
良
事
業
等
急
ぎ
施
工
す

る
た
め
当
該
経
費
に
つ
い
て
既
定
予
算

額
の
不
足
を
補
正
し
た
も
の
。

は
場
整
備
工
事
請
負
変
更
要
約
の
掃

線
団
体
営
は
場
整
備
事
業
、
美
用
地
区

は
場
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
の
一

部
追
加
施
工
を
す
る
た
め
の
変
更
契
約
。

鳥
取
県
造
林
公
社
と
の
造
林
分
収
契

約
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
、
鳥
取

県
造
林
公
社
と
分
収
契
約
を
締
結
す
る

も
の分

収
予
定
地

大
字
洲
河
崎
字
自
任
平
一
、
一
五
二

番
三

面
積
　
八
、
二
二
三
平
方
米

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
宣

高
額
療
養
者
の
増
加
に
よ
り
療
養
給

付
費
の
追
加
補
正
す
る
も
の

二
千
九
百
二
十
七
万
六
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
二
億
三
千
四
百
二
十
二
万

円
と
し
た
。

教
育
長
の
給
与
、
勤
甥
時
間
、
そ
の

他
の
勤
拷
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
．

別
職
の
給
与
改
定
に
伴
い

給
与
を
改
定
す
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

既
定
の
予
算
額
に
九
百
七
十
四
万
三

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
、
二
十

一
億
九
千
七
百
五
十
三
万
六
千
円
と
し

た
。主

な
内
容
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
発

電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
に
基
づ
く

交
付
金
事
業
、
農
林
水
産
業
振
興
対
策

事
業
等
の
変
更
並
び
に
公
債
費
等
の
増

額
補
正
で
、
こ
れ
が
財
源
と
し
て
、
町

税
、
地
方
穣
与
税
、
地
方
交
付
税
、
国

県
支
出
金
、
地
方
債
等
を
充
当
し
補
正

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

本
年
度
貸
付
決
定
額
が
予
算
額
に
満

た
な
い
た
め
減
額
補
正
を
す
る
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
集
例
の
〓
静

改
正人

事
陳
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般
職
員

の
給
与
を
改
定
す
る
も
の
。

こ
れ
に
伴
い
、
給
与
関
係
費
の
追
加

補
正
、
組
替
補
正
の
た
め
、
関
係
す
る

七
十
九
万
一
千
円
を
滅
傭
し
小
善
雲
合
計
の
補
正
措
置
を
行
っ
た
。

を
一
千
八
百
十
六
万
六
千
円
と
し
た
。

土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

西
成
た
め
池
改
良
工
事
を
本
年
度
単

県
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
施
行
す

る
た
め
、
土
地
改
良
法
の
規
定
に
よ
り

技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
集
例
の
一
部
改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
と
共
に
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

改
正
。

町
長
日
誌

＊
1
2
月

l
日
月

～

5
日
⑫

6
日
出

7
日
日

8
日
月

9
日
㈹

1
0
日
㈹

11
日
㈹

12
日
㊥

13
日
出

1
5
日
㈱

16
日
㈹

17
日
㈱

18
日
㈹

19
日
⑩

20
日
出

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
）

俣
野
川
発
電
計
画
代
表
者

合
議
、
農
政
局
前
田
次
長

来
庁
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
造

成
工
事
入
札

母
子
会
研
修
（
甘
酒
）
、

結
婚
式

結
婚
式
、
町
監
査
委
員
全

都
共
済
合
併
専
門
部
会

（
根
雨
）
、
池
の
内
・
尾

上
原
地
権
者
役
員
会

県
道
改
良
協
議
会
、
俣
野

川
発
電
工
事
防
犯
交
通
安

全
協
力
会

町
村
長
金

町
除
雪
対
策
会
議
、
俣
野

川
発
電
計
画
代
表
者
会
議

水
田
転
作
対
策
会
議
（
鳥

取
）
、
職
員
互
助
会

町
村
職
員
採
用
資
格
第
二

次
試
験
（
米
子
）
、
森
林

組
合
役
員
会
、
部
内
合
議

定
例
町
議
会
、
部
落
解
放

同
盟
役
員
来
庁

吉
原
水
道
し
ゅ
ん
工
式

定
例
町
議
会
、
武
庫
発
電

対
策
金
譲

定
例
町
醸
会

農
業
委
員
会
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農業従事者2，625人

〈専業は総農家数の6．7％〉

農業センサスの結果まとまる

農家数の専・兼業別推移（農林業センサス）

専業農家　　第憾牒麒欄　　第2嘲障（穐ら切

鰯
昭
和
五
十
五
年
二
月
一
日
現
在
で
実
施
し
た
農
業

セ
ン
サ
ス
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
セ
ン
サ
ス
と
は
、
五
年
に
一
回
農
業
の
実
態

を
調
査
し
て
、
国
や
県
、
そ
し
て
町
の
農
政
の
指
針

に
役
立
て
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
農
家
は
、
田
畑
五
㌦
以
上
を
耕
作
、

ま
た
は
農
業
収
入
が
前
年
間
十
万
円
以
上
あ
る
と
い

う
家
で
す
。

耕
う
ん
機

一
戸
に
一
・
一
九
台

…
…
…
・
…
」
　
総
農
家
数
は
、

富
家
数
…
八
百
七
十
戸
。

…
…
…
…
…
工
昭
和
五
十
年
よ

り
十
九
戸
、
十
年
前
の
昭
和
四
十

五
年
よ
り
四
十
三
戸
減
り
ま
し
た
。

・
・
・
　
∴

専
・
兼
業
別
で
は
、
専
業
が
全

体
の
わ
ず
か
六
・
七
霊
の
五
十
八

戸
。
農
業
が
お
も
な
兼
業
農
家
は
、

七
十
四
戸
減
っ
て
二
百
十
戸
。
そ

の
反
面
、
兼
業
の
方
が
お
も
な
農

家
が
六
十
四
戸
増
加
し
、
六
百
二

戸
と
在
っ
た
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

…
…
…
・
…
」
　
十
年
前
の
四

…
農
業
従
事
者
…
十
五
年
の
従
事

…
・
一
・
…
…
…
…
‖
者
は
、
男
千
三

百
八
十
八
人
、
女
千
四
百
八
十
八

人
で
し
た
。
そ
れ
が
今
回
は
、
男

千
三
百
一
人
、
女
千
三
百
二
十
四

人
と
な
り
、
十
年
間
で
二
百
五
十

一
人
減
り
、
前
回
と
比
べ
て
も
百

五
十
七
人
減
り
ま
し
た
。
と
く
に
、

年
間
を
通
じ
て
百
五
十
日
以
上
従

事
す
る
人
は
、
こ
の
五
年
間
に
男

百
十
三
人
、
女
百
六
十
一
人
減
少
。

十
年
間
で
は
、
男
女
合
わ
せ
て
二

百
七
十
四
人
も
減
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
機
械
力
や
技
術
向
上
に
よ

る
省
力
化
の
成
果
と
み
ら
れ
ま
す
。

…
…
…
…
・
」
　
農
用
機
械
の

…
農
用
機
械
　
㌫
ち
じ
る
し
い

…

…

…

…

…

…

■

伸

び

に

は

目

を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

農
業
を
す
る
人
の
老
齢
化
と
省

力
化
は
、
す
べ
て
農
作
業
へ
機
械

を
導
入
す
る
と
い
う
形
で
表
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

個
人
所
有
の
機
械
だ
け
を
み
て

み
ま
す
と
、
耕
う
ん
機
・
ト
ラ
ク

タ
ー
は
、
千
三
十
六
台
で
全
農
家

の
百
十
七
霊
、
十
年
前
よ
り
二
百

六
十
五
台
、
五
年
間
よ
り
も
百
七

十
四
台
の
増
加
で
、
こ
の
五
年
間

に
一
二
一
倍
に
増
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
田
植
機
二
百
五
十

一
台
を
ど
農
業
の
本
格
的
機
械
化

時
代
を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま
す
。

…
…
＝
…
…
∴
　
今
回
の
経
営

…
耕
地
面
積
　
h
耕
地
面
積
は
、

…
…
…
・
…
…
＝
‖
七
百
七
十
四
㍍

で
、
前
回
の
八
百
二
筋
に
対
し
、

三
・
五
紹
の
二
十
八
㍍
減
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
田
五
百
九

十
二
筋
、
畑
百
六
十
八
筋
、
樹
園

地
十
四
筋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Z
l
日
㈲
　
保
育
園
生
晴
発
表
会

2
2
日
㈱
　
小
・
中
学
校
P
T
A
役
員

及
び
、
佐
川
役
員
釆
庁

2
3
日
㈹
　
新
民
生
委
員
会
、
土
木
・

農
林
事
業
入
札

2
4
日
㈱
　
中
電
協
議
、
佐
川
役
員
来

庁

2
5
日
㈹
　
美
用
役
貞
来
庁
、
南
大
山

ス
キ
ー
場
開
き
、
俣
野
川

発
電
計
画
代
表
者
会
議

2
6
日
働
　
管
理
職
会
、
消
防
委
員
会

2
7
日
旭
　
御
用
納
め
式

2
8
日
㈱
　
南
大
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
総

会

覚
せ
い
剤
事
件
激
増

昨
年
、
全
国
的
に
覚
せ
い
剤
事
件

が
激
増
し
、
被
害
も
う
想
で
妻
や
子

件
を
殺
し
た
り
、
会
社
を
つ
ぶ
し
て

家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
を
る
と
い
う
、

悲
惨
を
事
例
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

鳥
取
県
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
覚

せ
い
剤
の
悲
惨
な
被
害
を
な
く
す
た

め
に
二
月
を
「
覚
せ
い
剤
・
麻
薬
取

締
り
月
間
」
と
し
て
、
事
犯
の
防
止

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
次
の
こ
と
に
注

意
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
覚
せ
い
剤
を
す
す
め
ら
れ
た
場
合

「
一
度
だ
け
な
ら
」
と
い
う
気
特
を

起
さ
な
い
こ
と
。

・
覚
せ
い
剤
を
す
す
め
ら
れ
た
場
合
、

絶
対
に
使
用
し
な
い
で
、
警
察
に
連

絡
す
る
こ
と
。

（
溝
口
警
察
署
）
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億野地区が停電

配電線工事のため次の区域

が停電になりますので、ご承

知ください。

・2月12日（木）

10時～15時30分

（区域）大方、袋原

・2月17日（火）

9時30分～12時

（区域）池の内、尾上原、畑

ケ田

9時30分～15時30分

（区域）古屋敷、深山口

除雪作業にご協力を

雪の季節に在りました。雪

が績ると、交通を確保するた

めの道路の除雪作業は、欠か

せない仕事です。町では土木課

を中心に除雪に万全の体制を

整えていますが、町民のみなさ

んにも次のことについてご協

力くださるようお願いします。

・路上や路側に、除雪作業の

妨げとなるような障害物を置

かないで下さい。

・路上やバス停留所、ワンマ

ンバス回し場に、一般の自動

車を駐車しをいで下さい。

・除雪した車線は、救急車や

消防車など緊急の自動車が優

先です。

人権相談所開設

人権相談が、次の日程で行

われます。ご希望の方は当日

会場へお越し下さい。相談は

無料で、秘密は厳守されます。

・日　時　2月26日（木）

午前10時から

午後　3　時まで

・場　所　江府町役場

・相談月　人権擁護委員

上原裕臣

報町府江

銀
世
界
に
一
斉
放
水

消
防
出
初
め
式

伝
　
達

（
県
消
防
協
会
長
表
彰
）
　
白
石
厚
志

（
西
部
消
防
協
会
長
表
彰
）
伊
藤
禎
人

藤
原
昭
仁

一
月
六
日
、
子
供
の
国
保
育
園
に
町

消
防
団
貝
、
西
部
広
域
消
防
署
員
約
五

十
人
が
参
加
し
て
、
町
消
防
出
初
め
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
は
、
井
上
町
長
が
　
「
町

民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
日
夜
努

舟
を
続
け
て
い
る
団
員
に
感
謝
し
ま
す
。

今
年
一
年
も
町
民
生
活
の
安
全
の
た
め

努
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
の
後
、

優
良
団
員
の
表
彰
、
来
賓
の
祝
辞
が
あ

り
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
江
尾

駅
前
対
岸
で
三
台
の
消
防
車
が
銀
世
界

の
を
か
、
日
野
川
に
向
い
一
斉
放
水
を

行
っ
て
、
今
年
一
年
火
災
に
備
え
る
意

気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
江
尾

本
町
通
り
で
消
防
車
の
パ
レ
ー
ド
や
団

員
の
力
強
い
分
列
行
進
を
町
民
に
披
露

し
ま
し
た
。

受
彰
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
長
表
彰

（
功
績
章
）

小
笠
原
憲
義

（
勤
続
章
）

（
精
勤
章
）

勝
見
純
　
中
川
秀
樹

藤
森
茂
治

千
藤
　
正
　
清
水
孝
司

大
岩
勝
美
　
川
端
孝
志

ト
決
意
も
新
た
呵
消
防
団
の
勇
姿

亀

乃
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

成
　
人
　
式

一
月
十
五
日
、
土
井
之
内
会
館
で
成

人
式
が
行
わ
れ
、
七
十
五
人
の
成
人
の

う
ち
五
十
人
が
出
席
し
、
晴
れ
て
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
目
は
小
雪
が
舞
う
あ
い
に
く
の

空
も
よ
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
八

時
す
ぎ
か
ら
新
成
人
が
続
々
と
会
場
に

到
着
。
足
も
と
の
悪
さ
を
気
に
し
な
が

ら
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
大
人
と
し
て

の
責
任
の
重
さ
を
か
み
し
め
る
よ
う
に

ど
の
表
情
も
い
く
分
、
緊
張
ぎ
み
で
し

た
。式

典
で
は
、
井
上
町
長
が
　
「
山
は
高

い
か
ら
と
い
っ
て
食
い
と
は
限
ら
な
い
。

樹
木
が
あ
る
か
ら
貴
い
の
だ
。
人
も
現

の
美
を
も
っ
て
貴
し
と
せ
ず
、
知
徳
の

あ
る
こ
と
が
食
い
の
で
あ
る
」
と
中
国

の
古
語
を
引
用
し
て
成
人
を
祝
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
正
し
く
、
美
し
い
日
本
語

を
使
っ
て
下
さ
い
と
、
出
席
者
全
員
に

国
語
辞
典
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．
。

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表
し
江

尾
、
川
端
智
恵
さ
ん
が
「
行
動
や
発
言

に
は
責
任
を
持
ち
、
江
府
町
民
と
し
て

の
良
寛
と
誇
り
を
深
く
肝
に
銘
じ
、
少

し
で
も
役
立
つ
社
会
人
と
在
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

善
意
の
モ
チ
も
添
え
て

前
年
を
上
回
っ
た
歳
末
募
金

江
府
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
奉
仕

に
よ
っ
て
行
っ
た
昨
年
末
の
　
「
歳
末
た

㊧

す
け
合
い
募
金
」
に
は
、
冷
害
・
不
況

な
ど
の
年
柄
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
、
温
い
ご
参
加
を
頂
き
、

次
の
通
り
た
く
さ
ん
の
浄
財
を
お
寄
せ

下
さ
い
ま
し
た
。

贈
呈
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
生
委

員
会
に
相
談
の
上
、
町
内
の
該
当
世
帯

と
、
本
町
出
身
で
福
祉
施
設
入
所
の
皆

さ
ん
へ
、
案
内
の
書
面
を
添
え
年
内
に

お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
以
来
つ
づ
け

ら
れ
て
い
る
貝
田
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の

モ
チ
（
現
品
四
九
㌔
）
も
寄
託
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
本
町
出
身
者
在
寮
の
老
人

ホ
ー
ム
四
施
設
、
授
産
所
に
お
贈
り
し
、

施
設
長
か
ら
よ
ろ
こ
び
の
礼
状
が
届
き

ま
し
た
。

ご
協
賛
下
さ
い
ま
し
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
、
紙
上
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

総
額
　
五
七
八
、
二
三
三
円

（
う
ち
江
府
町
青
年
団
事
業
益
金
寄

託
）

現
品
　
モ
チ
四
九
舛
ラ
∽

（
貝
田
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
）
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ト
成
人
者
も
列
席
し
て
高
齢
者
顕
彰
式

腐
92歳以上12名

高齢者の顕彰式

一
月
十
五
日
の
成
人
式
に
合

わ
せ
、
今
年
も
九
十
二
歳
以
上

の
高
齢
者
を
祝
い
、
家
庭
の
孝

養
を
た
た
え
る
、
高
齢
者
顕
彰

式
を
行
い
、
井
上
町
長
か
ら
十

二
名
の
長
寿
者
へ
お
祝
い
と
記

念
品
を
、
ま
た
、
家
庭
へ
は
感

状
と
高
齢
者
介
護
年
手
当
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
場
は
、
昨
年
香
し
ゅ
ん
工

の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
九

十
二
歳
の
下
垣
喜
子
さ
ん
（
美

用
）
が
、
曽
孫
高
下
亙
さ
ん
の

付
添
い
で
出
席
、
代
理
出
席
の

各
家
族
の
人
と
共
に
、
成
人
者

や
来
賓
の
さ
か
ん
な
拍
手
で
迎

え
ら
れ
、
祝
福
を
受
け
ま
し

た
。

⑳

九
十
二
歳
の
顕
彰

（
明
治
2
3
年
生
）
（
敬
称
略
）

杉
　
谷
　
河
上
　
武
威

洲
河
崎
　
小
峰
か
め
の

杉
　
谷
　
川
上
千
代
美

美
　
用
　
下
垣
　
喜
子

名
誉
賞
を
贈
ら
れ
た
人

吉
　
原
　
清
水
　
り
き

御
　
机
　
川
上
　
か
ね

一
反
　
長
尾
　
い
そ

大
河
原
　
野
田
　
そ
の

本
町
四
　
徳
岡
　
た
か

宮
　
市
　
長
岡
か
め
よ

貝
　
田
　
森
田
　
義
雄

貝
　
田
　
遠
藤
　
吉
治

9393939494959696
歳歳歳歳歳歳歳　歳

1 8 年 で 8 4 名 ふ え る

恒 例 の 長 寿 番 付

刊行夢1 8 号を迎えた今年の

長寿番付は、高齢者顕彰式の1

月1 5 日に同時発行、町内にお

配りしました。

今号に登載した人は、去年に

比べて2 2 名多く、夫婦も2 2

組と2組の増、まずは力強い紙

面に在っています。

更に、1 8 年前の創刊号にさ

かのぼって比べると下表のよう

に8 4 名 （6 4 ・2％）の増加

で ミ長寿の町モ　にふさわしい実

緒がみえるのは、うれしい限り

です。

長寿手付登載者の増加ぶり

発行年

56年

男 女 計 失職

2ダ87人 133 人 220 人

50 64 95 159 13

39 53 81 134 6

、－一新

．・‾‾還＝

頭噂中一鵜 ≡壬
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・康衰

み様＿．ち㌻
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≡漆藁㌻洗
装■恩

　　　　 二・‾■．も
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堅宣．■芦■簿・一・華町政課へ＝＿．・

う
成
人
の
皆
さ
ん
へ

保
障
の
あ
る
生
活

成
人
お
め
で
と
う
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
と
、
多
く

の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
義
務
や
責
任
も
生
じ
て

き
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
ど
の

自
営
業
者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制
度
で
、
二
十
歳
か

ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
、
今
ど
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
と
ど
こ
お
り
な
く
納
め

て
い
れ
ば
、
万
一
交
通
事
故
で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
に

先
立
た
れ
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
で
生
晴
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
職
場
が
変
わ
れ
ば
、
ほ
か
の
年
金
に
も
通
算
さ
れ

て
納
め
た
保
険
料
は
む
だ
に
を
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
最
低
二

十
五
年
の
保
険
料
を
納
め
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
は
老
齢
年

金
が
受
け
ら
れ
て
、
老
後
の
生
活
設
計
が
成
り
立
ち
ま
す
。

私
た
ち
は
働
け
な
く
な
っ
た
時
の
生
活
設
計
を
今
か
ら
考
え

準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
は
、
早
速
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
三
、
七
七
〇
円
で
す
。
又
、

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
経
済
的
な
理
由
で
納
め
ら
れ
な
い

人
の
た
め
に
、
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。国

民
年
金
に
加
入
し
た
り
、
会
社
な
ど
に
勤
め
る
よ
う
に

な
っ
て
国
民
年
金
を
脱
退
す
る
届
等
は
役
場
で
取
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
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ふ
え

報T
J

田府江

最
近
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
で
、
死
亡
す
る

人
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

江
府
町
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
中
に

死
亡
者
の
約
七
〇
％
が
成
人
病
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
病
1
と
く
に
脳
卒
中
、
心

臓
病
を
ど
、
い
わ
ゆ
る
循
環
器
系
の
成

人
病
は
、
中
年
を
過
ぎ
る
と
急
に
増
え

る
慢
性
病
の
一
つ
で
、
高
血
圧
や
動
脈

硬
化
が
主
な
原
因
で
す
が
、
家
庭
で
は

一
家
の
柱
、
職
場
で
は
働
き
盛
り
の
年

齢
層
を
琴
っ
と
こ
ろ
に
そ
の
怖
さ
が
あ

り
ま
す
。

る

歳 ○

0
0

「つ

0 （つ

大
●

●
C　O軒

声
●

●
O　　　t●U 0 ⊂

●
0　　　0

量． O　Cl

封 、

e

′

0

高
血
圧
と
動
脈
硬
化

脳
卒
中
や
心
臓
病
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
高
血
圧
と

動
脈
硬
化
に
在
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ふ

だ
ん
次
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し
ま

塩
分
を
と
り
過
ぎ
な
い

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
偏
食
一

を
避
け
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配

り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
油
類
は
バ
タ
ー
、
ラ
ー
ド
な

ど
の
動
物
性
油
は
な
る
べ
く
避
け
、
ゴ

マ
油
や
コ
ー
ン
油
、
植
物
油
マ
ー
ガ
リ

ン
を
ど
の
植
物
性
油
を
と
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
運
動
を
続
け
る

散
歩
や
軽
い
体
操
な
ど
体
に
合
っ
た

適
度
を
運
動
は
、
生
理
的
に
よ
い
ば
か

り
で
を
く
、
精
神
的
を
緊
張
を
ほ
ぐ
す

た
め
に
も
効
果
的
で
す
。

そ
の
日
の
体
の
調
子
に
合
わ
せ
、
長

続
き
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

肥
満
を
な
く
そ
う

肥
満
は
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
、
高

血
圧
の
も
と
に
在
り
ま
す
か
ら
、
十
分

気
を
配
り
、
一
日
当
た
り
の
摂
取
カ
ロ

リ
ー
が
必
要
量
を
超
え
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

亀

酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

酒
は
適
量
を
守
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
一
週
間
に
一
日
か
二
日
の
”
休

肝
日
″
を
設
け
る
の
も
、
飲
み
過
ぎ
を

防
ぐ
意
味
で
よ
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
飲
む
と
き
は
タ
ン
パ
ク
質
、

脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
　
〝
さ
か
な
″

の
補
給
を
お
忘
れ
を
く
。

日
常
生
活
で
の
注
意
恵

・
規
則
正
し
い
生
活
を

仕
事
と
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

疲
れ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
．
に
睡
眠
を
よ

く
と
り
、
規
則
正
し
い
生
晴
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

・
精
神
の
安
定
を

血
圧
は
、
精
神
状
態
に
敏
感
に
反
応

し
ま
す
。
突
発
的
に
起
こ
る
感
情
的
な

動
揺
　
－
　
興
奮
や
怒
り
　
　
－

心
配
ご
と
で
悩
ん
だ
り
す
る
の
は
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
適
度
を
気
分
転
換
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

・
保
温
の
心
が
け
を

冬
の
夜
、
便
所
な
ど
で
脳
出
血
の
発

作
を
起
こ
す
人
が
多
い
よ
う
に
、
暖
か

い
所
か
ら
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に
体
を
さ

ら
す
の
は
、
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
湯
か
げ
ん
の
調
節
を

風
呂
の
脱
衣
場
は
暖
め
る
一
方
、
湯

の
温
度
は
熱
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

・
排
便
の
工
夫
を

便
秘
は
不
快
感
や
イ
ラ
イ
ラ
の
も
と

に
な
り
、
血
圧
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

適
度
な
運
動
と
、
野
菜
や
く
だ
も
の

な
ど
繊
維
の
多
い
も
の
を
食
べ
、
便
秘

に
な
ら
を
い
よ
う
に
。

ま
た
、
排
便
の
と
き
、
り
き
む
と
血

圧
が
上
が
り
ま
す
の
で
、
を
る
べ
く
腰

か
け
式
を
使
用
し
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
健
康
診
断
を

少
な
く
と
も
年
に
一
、
二
回
は
健
康

診
断
を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

貧
　
　
血

急
に
せ
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
立

ち
く
ら
み
し
た
り
、
息
切
れ
が
ひ
ど
く
な

っ
た
り
、
疲
れ
や
す
く
な
る
、
と
い
う
の

が
貧
血
で
す
が
、
貧
血
を
軽
く
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
症
状
の
背
後
に
、
体
を
む
し
ば
み
つ
つ
あ
る
病
気

が
控
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
リ
ュ
ー
マ
チ
、

結
核
、
が
ん
性
貧
血
、
腎
性
貧
血
、
失
血
性
貧
血
（
子

宮
筋
腫
、
痔
出
血
ほ
か
）
を
ど
で
す
。

成
人
病
に
お
け
る
貧
血
の
発
生
は
多
い
う
え
、
こ
の

ご
ろ
の
貧
血
は
難
病
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
他
の

症
状
が
な
い
か
よ
く
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。
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2
月
川
日
か
ら申

告
受
付
け

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
の
所
得
税
（
町
民

税
を
含
む
）
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。

町
で
も
申
告
相
談
を
左
表
の
と
お

り
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得

を
計
算
し
、
税
金
を
算
出
し
て
納
付

す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
確
定
申
告
は
、
い
わ

ば
あ
な
た
の
昨
年
一
年
間
の
総
決
算

に
当
り
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
は
、
次
の
よ
う
な
方

々
で
す
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産

収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額

が
配
偶
者
控
除
、
扶
善
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
を
こ
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収

が
t
千
万
円
を
こ
え
る
人
や
、
給
与

以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
こ
え
る

人
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
確
定

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
よ
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
も
、

次
の
よ
う
を
場
合
は
確
定
申
告
を
す

る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻

っ
て
き
ま
す
。

①
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
の

申告相談日程
会場　江府町役場二階会議室

月　 日 対　 象　 部　 落 受 付 時 間

2 月20 日（釦
吉原 8 30 ～11 00

西成 、袋原 13 00 ～ 16 00

21 日仕） 大河原 、大方 8 ：30 ～11 00

23 日（月）
宮市 8 30 －11 00

宮市原 、助 沢 13 00 ～ 16 00

24 日（州 貝田 8 ：30 ・－16 ：00

25 日（姻
下蚊屋 8 30 ～11 00

小原 、乗尾 13 00 ～ 16 00

26 日（杓
美用‾ 8 30 ～・11 00

杉谷 13 00 ～ 16 00

27 日（釦 営業 、山林、譲渡 9 ：30 ～14 ：30

28 日（力 荒臥 半 ノ上 、宮 ノ前 8 ：30 ～11 ：00

3 月 2 日（細 武庫 10 ：00 ～16 ：00

3 日（州 御机 、笠長原 8 ：30 －16 ：00

4 日（姻
洲河崎 、一反 8 30 －11 00

下安井 、新道 13 00 ～ 16 00

5 日（杓
尾上原 8 30 ・－11 00

日ノ詰、深 山ロ 13 00 ・－16 00

6 日（劫 池 ノ内 8 ：00 ～16 ：00

7 日出 柿原 、久連 8 ：30 一一11 ：00

9 日（月）
佐川 8 30 ～11 00

本一 13 00 一一16 00

10 日伏）
本二 、本三 8 30 、11 00

本四 、本五 13 00 ～ 16 00

1 1 日（水）
小江尾 8 30 、11 00

新一 、新二 13 00 ～ 16 00

㊧

住
宅
を
購
入
し
た
と
き

②
入
院
な
ど
で
多
額
の
医
蝶
費
を

支
払
っ
た
と
き

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
な

ど
で
す
。

こ
れ
ら
税
金
の
還
付
金
を
受
け
る

た
め
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日
前
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

前
年
に
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
申
告
書
用
紙

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
新
た
に
申
告
を
す
る
人
は

税
務
署
に
用
意
さ
れ
て
い
る
申
告
書

用
紙
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申
告
書
の

書
き
方
を
ど
で
わ
か
ら
を
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務
署
ま

た
は
、
町
役
場
課
税
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

米
子
税
務
署
（
電
話
口
仝
九
主
丁
四
三
二

役
場
課
税
係
（
電
話
二
二
二
）

申
告
に
必
要
な
書
類

相
談
に
こ
ら
れ
る
方
は
、
次
の
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
税
申
告
用
紙
（
税
務
署
か
ら

送
付
の
あ
っ
た
も
の
）

・
印
か
ん

・
給
与
所
得
等
の
源
泉
徴
収
票

・
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の
支

払
証
明
書

・
雑
損
、
医
療
費
等
の
諸
控
除
及
び

配
当
控
除
、
あ
ら
た
に
住
宅
取
得
控

除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
申
告
に
必

要
な
関
係
書
類

国際障害者年

社
会
へ
の

完
全
参
加
と
平
等

昭
和
五
十
六
年
は
　
「
国
際
障
害

者
年
」
で
す
。

国
際
障
害
者
年
の
テ
ー
マ
は
、

障
害
を
も
つ
人
の
社
会
へ
の
”
完

全
参
加
と
平
等
〟
と
い
う
目
標
の

実
現
に
あ
り
ま
す
。

「
参
加
」
と
は
単
を
る
社
会
生

活
へ
の
参
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
を
分
野
で
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ま
た
「
平
等
」
と
は
、
障
書
者

で
あ
る
た
め
に
不
平
等
な
救
い
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
経
済
的
、
社

会
的
に
他
の
一
般
の
人
と
同
じ
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
々
を
閉
め
出
す

社
会
は
、
正
常
な
社
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

町
で
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
福
祉

の
増
進
の
た
め
の
対
策
を
今
後
い

っ
そ
う
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
問
題
は
、
単
に
障
害
を

も
つ
人
だ
け
で
を
く
、
わ
た
し
た

ち
一
人
一
人
が
自
分
自
身
の
問
題

と
し
て
理
解
し
、
幅
広
い
社
会
的

を
連
帯
意
識
を
も
っ
て
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
を
り
ま
せ
ん
。

障
害
を
も
つ
人
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
、
み
ん
を
が
参
加

し
、
み
ん
な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る

よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
す
る
た

め
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
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蔵
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郷土の近世生活史料

採草地をめぐる山論H

lgl「

一

書

啓

を

ず

卜

‥
窮

覇
宮
上
亨
1
．
1

着

1

誓

倉

で

蔓

△
　
定
雷
の
大
憲

一
、
山
争
い
に
つ
い
て
相
談
し
た
こ
と
は
、
近

村
・
近
所
・
宮
内
に
も
洩
ら
さ
ぬ
こ
と
。
万
一

話
し
た
こ
と
が
分
れ
ば
、
本
件
の
経
費
一
切
を

負
担
さ
せ
る
。

一
、
経
費
分
担
を
避
け
、
途
中
連
盟
か
ら
退
い

た
者
は
付
則
（
む
ら
ば
ね
）
＝
村
八
分
＝
と
す
る
。

三
十
四
名
連
署

前
掲
の
写
其
は
久
連
の
徳
岡
盛
之
家
所

蔵
の
「
村
の
申
し
合
わ
せ
」
文
書
で
あ
る
。

享
和
二
年
五
月
、
洲
河
崎
村
か
ら
、
日
野
郡

大
庄
屋
緒
形
四
郎
三
郎
あ
て
に
訴
え
ら
れ

採
草
地
争
い
は
双
方
が
譲
ら
ず
、
し
ま
い

に
は
負
傷
者
が
出
る
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
る

だ
け
に
、
関
係
文
書
は
現
在
ま
で
両
部
落

の
区
長
所
や
、
徳
同
家
、
浦
部
久
吉
家
（
洲

河
崎
）
に
保
存
さ
れ
て
冶
り
‥
■
事
の
推
移

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
写
真
の

文
書
は
洲
河
崎
村
の
訴
え
か
ら
三
年
後
の

文
化
二
年
に
作
製
さ
れ
た
「
笠
形
連
判
状
」

で
あ
る
。

円
形
に
連
署
な
つ
印
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
同
格
に
責
任
を
も
つ
、
と
い
う
形
式
で
、

民
衆
に
対
す
る
し
め
つ
け
の
厳
し
か
っ
た

藩
政
の
こ
ろ
「
万
一
と
が
め
を
受
け
て
も

同
罪
」
と
い
う
悲
壮
を
覚
悟
に
た
っ
た
連

帯
責
任
の
手
段
と
い
わ
れ
、
村
中
の
結
束

が
う
か
が
わ
れ
る
。

・
文
面
の
大
意
は
別
掲
の
通
り
で
あ
る
が
、

村
ざ
ま
り
の
内
容
を
近
所
、
親
類
は
も
ち

ろ
ん
、
家
内
に
も
洩
さ
を
い
、
と
い
う
の

は
、
縁
者
を
伝
っ
て
相
手
の
村
へ
情
報
を

流
さ
な
い
　
「
機
密
保
持
」
の
た
め
、
又
、

違
反
者
は
事
件
経
費
の
全
額
負
担
、
村
八

分
と
い
う
、
村
で
の
生
活
極
限
の
罪
別
を

申
し
合
わ
せ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
採
草

地
の
存
在
が
当
時
の
く
ら
し
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
か
を
知
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

憲

命

や

命

令

人
の
動
き
至
月
届
〉

蔓
砂

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

洲貝所員
河
崎田一田

影森山森
山田根田
奈
津千裕有
子春司紀

博貞
計稔司道

長長二長
女女男女

住
田
　
光
規

河
上
美
紀
子

筒
井
　
哲
夫

日
並
　
嘆
美

釜
下
　
保
彦

北
村
　
美
鈴

加
藤
　
幸
男

加
藤
紀
美
香

阿
部
　
朝
親

加
藤
等
満
子

）））））
日
南
町
中
石
見

杉
谷
か
ら

下
蚊
屋

岡
山
県
真
庭
郡
か
ら

大
阪
府
泉
大
津
市

助
澤
か
ら

大
阪
市
大
正
区

江
尾
か
ら

武
庫

杉
谷
か
ら

川
上

餅
田
不
一

一
冊
）
絹
都
江
東
区
か
ら

佐
川
　
下
坂
正
人
殿
（
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
影
山
輿
一
殿
（
本
人
様
退
院
）

美
用
　
川
上
房
雄
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
五
　
川
端
孫
市
殿
（
本
人
様
退
院
）

本
五
　
川
端
き
く
殿
（
本
人
様
退
院
）

池
の
内
加
藤
安
雄
殿
（
本
人
様
退
院
）

久
連
　
竹
内
美
智
枝
殿
（
本
人
様
退
廃
）

久
遠
　
水
下
麗
子
殿
（
長
女
奈
美
様
退
院
）
■
・

本
一
小
林
　
栄
殿
（
本
人
様
退
院
）

掴
紅
絹
摘
鍼
絹
…
綱
閑
す

本
一
高
山
伊
磋
雄
殿
（
長
男
淳
様
退
院
）

香
典
返
し
と
し
て

池
の
内
　
藤
原
匡
人
殿

（
母
よ
し
子
様
ご
逝
去
）

武
庫
　
　
梅
林
和
子
殿

（
夫
孝
文
様
ご
逝
去
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い
　
l

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

影
山
　
克
善

圃
野
　
千
明

）
洲
河
崎

長
崎
県
北
高
来
郡
か
ら

西
山

都
田

三
原

新
田

木
村

中
原

愛
醐
）
絹
相
川
宮
市

幸
禦
鍼
県
大
原
郡
か
ら

描
）
絹
相
打
幡

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

鏑
紅
誓
純
絹
㌢
崎

用
摘
銅
）
鍼
県
安
来
市
か
ら

川
上
　
寛
治

大
槻
喜
代
美

）
御
机

京
都
府
竹
野
郡
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

十
二
月
中
寄
託
分

内
祝
い
と
し
て

吉
原
　
新
見
書
美
枝
殿
（
本
人
様
退
院
）

武
庫
　
宇
田
川
悦
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

新
田
　
孝
行

藤
川
　
俊
美

）
大
阪
府
和
泉
市

武
庫
か
ら

叩
㌍
銅
）
錯
市
雷
町
か
ら

末
次
　
清
土

田
速
ま
り
子

加
藤
　
明
彦

関
内
住
三
子

杉
谷

日
南
町
豊
栄
か
ら

西
伯
郡
日
吉
津
村

江
尾
か
ら

相
純
絹
）
絹
謂
津
島
村

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

武
　
庫
　
梅
林
孝
文
　
5
6
歳
　
和
子
宅

大
河
原
　
安
田
米
就
　
6
6
歳
　
善
人
宅

亀

日
の
詰

貝
田

本
三

本
一

柿
原

久
遠㊧

加
藤
　
諌
殿
（
本
人
様
退
院
）

車
　
隆
代
殿
（
本
人
様
退
院
）

松
尾
ヨ
シ
殿
（
本
人
様
退
院
）

安
田
公
有
殿
（
本
人
様
退
院
）

加
藤
信
義
殿
（
本
人
様
退
院
）

水
下
浩
道
殿
（
本
人
様
退
院
）

…
…
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…

L
十
一
月
未
累
計
額

二
百
二
T
T
四
万
二
千
五
百
二
十
円

2
．
十
二
月
中
寄
付
額

二
十
五
万
二
千
円

内
　
　
訳

快
気
祝
　
　
　
二
十
二
万
七
千
円

香
典
返
し
　
　
二
万
五
千
円

3
．
支
出
額

需
用
費
他
　
　
二
万
七
千
五
百
十

七
円

4
．
十
二
月
末
累
計
額

二
百
五
十
六
万
七
千
三
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


